  柳を詠める歌

万 葉 集
八一七
梅の花  咲きたる園の  青柳は

                 護にすべく  なりにけらずや
八二一
青柳  梅との花を  折りかざし

              飲みての後は  散りぬともよし
八二五
梅の花  咲きたる苑の  青柳を

               かづらにしつつ  遊び暮らさな
八二六
うちなびく  春の柳と  わが宿の

                梅の花とを  いかにか分かむ
一四三二
我が背子が  見らむ佐保道の  青柳を

                  手折りてだにも   見しめてもがも
一四三三
うち上る  佐保の河原の  青柳は

                  今は春べと   なりにけるかも
一八一九
うちなびく  春立ちぬらし  わが門の

                   柳の末（うれ）に  鶯なきつ
一八二一
春霞  流るるなへに  青柳の

               枝くひ持ちて   鶯鳴くも
一八四六
霜枯れし  冬の柳は  見る人の

                かづらにすべく  もえにけるかも
一八四七
浅緑  染（し）めかけたりと  見るまでに

                     春の楊（やなぎ）は   萌えにけるかも
一八五一
青柳の  糸の細（くは）しさ  春風に

                    乱れぬい間に   見せむ子もがも
一八五二
ももしきや  大宮人の  かづらける

                 しだり柳は   見れど飽かぬかも
一八五三
梅の花  取り持ち見れば  わが屋前（には）の

                    柳の眉し   おもほゆるかも
一八五六
わがさしし  柳の糸を  吹き乱る

                風にか妹（いも）が   梅の散るらむ
一八九六
春されば  しだり柳の  とををにも

                 妹（いも）は心に   乗りにけるかも
一九〇四
梅の花  しだり柳に  折り雑（まじ）へ

               花に供養（そな）へば   君にあはむかも
（注）八一七・八二一・八二五・八二六の四首は梅花の歌にもあり
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